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地域所得水準較差と所得不平等
横　田　信　武
I　は　じ　め　に
　本稿の目的は，最近におげるわが国の地域間，とりわけ都道府県（以下では
府県と略す）間の所得水準較差と所得不平等の変化を分析することである。わ
が国では1960年代に地域較差の問題が注目を浴びたが，それは高度成長が特定
工業地帯の発展を促し，そのため工業県や農業県等の間の地域聞較差が拡大し
たのではないかという懸念が生じたためであった。その際得られた一般的た結
論は，高度成長にもかかわらず地域間較差はそれほど拡大しなかったというも
のであった。ωその後，目本経済の持続的成長の中で，主としてパイの犬きさ
のみが問題とされ，地域問へのその分配は殆んど注目されることがなかったの
である。一到
　高度成長期において，地域間較差が問題とされたとき，その分析は各地域の
平均所得水準の比較が中心で，地域較差を平均値からの偏差として捉えてい
た。しかし，地域較差は単に所得水準だけの問題ではなく，杜会資本ストック，
資産保有などの所得以外の諸要因にも依存しているのである。また，たとえ地
域較差を所得だけの問題に隈ったとしても，平均所得によって代表される所得
水準だげではなく，地域内の所得分布の状態についても考察すぺきであろう。
たとえば，ある地域の平均所得が上昇したとしても，その地域の所得の分布が
一層不平等化したのでは，その地域の経済的厚生水準が向上したとは一概に言
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えないであろう。したがって，この稿では府県問の所得水準較差の分析だけで
はなく，各府県の所得分布の変化と所得分布の状態についても比較挨討を行な
う。
注（1〕伊藤（1965）・（1967），および篠原（1964）を参照。
　（2〕ただ，1960年代から1970年代初期の日本における勤労者世帯の所得較差の縮小を
　　説明する際に，企業間較差，地域間較差の縮小がその原因だとして，地域所得較差
　　に注目した研究がある。溝口（1974），マウア（1973），（1975），吉岡（1978）を参
　　照。なお最近になって，綿貫（1978）によって地方間所得不平等の間題がとりあげ
　　られた。
II資料と所得水準較差の測定尺度
　　1資料
　本稿では，所得水準の分析については，資料として経済企画庁のr県民所得
統計』によるr1人当たり県民分配所得」と総理府統計局のr就業構造基本調
査報告』の「非農林業自営業主所得」，「雇用老所得」およびr一般世帯所得」
の府県別平均所得を用いた。
　1人当たり県民分配所得を用いる際に注意せねばならぬことは，分配所得に
は法人所得が含まれており，工場が地方にあって本杜が東京にあるような場合
には，それだけ東京の分配所得が実際よりも増大することになり，本杜の所在
地いかんによって地域較差指標の値にバイアスが生じることであ乱
　県民分配所得については各年度ごとの数値が得られるが，就業構造基本調査
は3年ごとにしか行なわれないため，時系列変化を十分に把握できない。しか
し，就業溝造基本調査は標本数が比較的多く，カバレッジが良く，所得の種類
別に，そして何よりも府県別のデータが得られるために採用した。
　自営業主所得とは個人で事業を営んでいる著，たとえぱ個人経営の商店主，
工場主，農業主，開業医，弁護士等の所得を意味する。
　就業構造基本調査における自営業主所得については，その中に含まれる農家
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所得が現金所得に隈定され，自已消費分を無視しているため，農林業を除く自
営業主所得を使用した。雇用老所得とは，会杜，個人商店，団体，官公庁など
に雇用されて賃金・給料などを受げている老の所得であ私なお，一般世帯は
単身者世帯を含まない。
　　2所得較差の測定尺度
　地域聞における所得水準較差を測定する指標として，本稿ではタイル係数，
変動係数，相対平均偏差を用いた。以下において，これらの指標について若干
説明を加える。
　タイルは熱力学の分野で使われるエントロピー（entrOpy）を援用して，分
解可能な不平等度の尺度を案出した。ωいま，個人｛の所得がw人からなる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃杜会全体の所得総額に占める割合（所得シェア）をツ・（但し，Σツド1）とす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　也＝1
ると，所得シェアッ。，ツ里，一・・，火のエントロピーは，
　　　　　　”　　　1　　11（ツ）＝Σツ｛1og
　　　　　ド1　　　ツ｛
で表わされる。これは所得シェアの逆数の対数を加重平均したものである。各
ツ。が⊥に等しければH（ツ）はその最大値10g”をとるから，そこでこの最
　　1V．
大値から所得シェアのエソトロピーH（ツ）を差し引けば，一つの所得不平等
の指標がえられる。これがタイル係数τである。
　　τ＝log1V－11（ツ）
　　　　〃　　　≡Σツ｛lOg柳｛
　　　　t＝1
　このタイル係数はグループ別に分解することが可能である。各人はG個の
グループs、，∫，，……，∫。，……，8θの中の一つに属し，s口内の人数をw藺
　　　　　　　　　　　　　　θによって表わすとすると，w＝Σ肌となる。さらにγ藺をsoの所得シェア
　　　　　　　　　　　　　　O＝1
として，r螂＝Σ火（但し9≡1，2，……，0）と書くと，τは次のように分解さ
　　　　　　‘‘5o
れる。
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　　〃T；Σ刈・g」L　　…　　　1〃
一ゑ篶1・・み伽し朕1・嚇」
　右辺の第1項はグループ間の所得不平等を表わし，第2項はグループ内の所
得不平等の加重平均を表わしている。
　上の式を用いて，府県間の所得較差を地方間所得較差と地方内所得較差とに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃分解することができる。その場合，狽（但しΣ軌＝1）を第づ県の人ロシェア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛＝1　　　　　　　〃とし，火（但しΣツド1）を第｛県の所得シェアとする。このツ。は，Zを全
　　　　　　　｛＝ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Z｛国平均所得水準，Z｛を第6県の平均所得水準とすると，〃≡〒州こよって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z
表わされる。そして，S口（但しg≡1，・・・…，G）を第g地方とし，γσ（≡Σツ・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛・∫o
を第g地方の所得シェア，X。（昌Σ蛎）を第g地方の人ロシェアとすれば府
　　　　　　　　　　　　　　　｛・∫口
県間の所得較差は，
　　　　〃　　τ＝Σ州・g」L
　　　　仁1　　　　　κ毒
　　　一か・・姜；・机昧1・・l1蟹；1
によって分解される。右辺第1項は地方間の所得較差を表わし，第2項は地方
内の所得較差の加重平均を表わしている。
　相対平均偏差”Dは次式によって計算される。
　　　　　〃　　〃D≡［Σπ。1Z・一Zlコ／Z
　　　　　仁1
　また，変動係数Cγは，
　　　　　〃　　C7＝［Σ娩（Z｛一2）2］勾Z
　　　　　｛＝1
によって計算される。変動係数については，人ロシェアによるウェートを付け
ない単純算術平均に基づく変動係数C7＊をもついでに計算Lた。すなわち，
・附一瞼ムー卿1枢
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　　　　　　　＿　　　〃となり，ここでZ＊＝ΣZi〃である。
　　　　　　　　　｛，1
注（1）Theil（1967），とくにchapter4を参照。
m　地域所得水準較差
　　1府県問較差
　1962年から1976年までの14年間の1人当たり県民分配所得についてタイル係
数，変動係数および相対平均偏差を計算した結果を，表1および図1に示して
ある。図1からわかるように各指標とも似かよった動き方を示している。1962
年から1972年頃まで，上下運動を繰り返しているが，1973年から1974年にかけ
て，すなわち石油ショックのとき各指標とも急激な低下を示し，1975年と1976
年とはその大きく低下した水準で横這いを続けている。1974年以降の各所得較
表1　1人当たり県民分配所得
　　　　　　T　　　　　　Cγ申　　　　　Cγ　　　　　01〃　　　　　〃0年度　　　　　タイル係数変動係数変動係数変動係数相対平均偏差
1962
　63
　64
　65
　66
　67
　68
　69
　70
　71
　72
73
74
75
76
O，036799　　　　0．20480　　　　0．28222　　　　0．28222　　　　0．22510
0．035662　　　　0．20310　　　　0．27705　　　　0．27694　　　　0．22265
0．032738　　　　0．19382　　　　0．26450　　　　0．26458　　　　0．21222
0．036212　　　　　0．21476　　　　　0．27599　　　　　0．27730　　　　　0．22582
0．034775　　　　　0．21146　　　　　0．26962　　　　　0．27140　　　　　0．22193
0．032895　　　　0．20834　　　　0．26150　　　　0．26399　　　　0．21456
0．032432　　　　0．20805　　　　0．25916　　　　0．26247　　　　0．21336
0．033469　　　　0．21344　　　　0．26268　　　　0．26749　　　　0．21703
0．034888　　　　0．21885　　　　0．26862　　　　0．27518　　　　0．21874
0．032603　　　　　0．20841　　　　　0．26075　　　　　0．26817　　　　　0．20943
0．031577　　　　　0．20258　　　　　0．25754　　　　　0．26548　　　　　0．20529
0．029959　　　　　0．19304　　　　　0．25179　　　　　0．25964　　　　　0．19830
0．021311　　　　　0．16167　　　　　0．21174　　　　　0．21886　　　　　0．16277
0．019444　　　　0．14936　　　　0．20325　　　　0．21044　　　　0．15219
0．020124　　　　0．15188　　　　0．20757　　　　0．21569　　　　0．15288
注Cγ‡：人ロシ1アによるウニート付けをしていないものo
　C7：各年度ごとに人ロシェァによるウ呈一ト付けをしたものo
　Cア∫：1962年の人ロシェァによoてウ呈一トを固定したもの。
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タイル係数×102
　　　　　　／、　　　　　　　、、
相対平均傭差×10
CV一×10
CV×1O
CV｝×lO
6264666870727476年度
図1　1人当たり県民分配所得
差指標の値は1960年代に比べると犬幅に低下し，所得水準による府県間較差は
かなり縮小したと考えられる。
　これまでの研究では，昭和30年代の地域較差指標は短期の景気変動に対して
循環運動を示すとされていた。すなわち，経済成長率の高いときには所得水準
の地域較差が拡大し，逆に経済成長率の低いときには地域較差が縮小するとさ
れていた。ωそこで，1人当たり県民分配所得による地域較差指標と実質経済
成長率との相関をとってみた。1962年から1976年の14年聞の実質経済成長率と
タイル係数τおよび変動係数Cγとの単純相関係数はそれぞれ0．67とO．66
であり，1970年から1976年の6年間のそれは両者ともO．81であっれ1960年代
よりもむしろ1970年代の方が，各地域較差指標と経済成長率との相関が高く，
1970年代における成長率の低下が府県問所得水準較差の縮小につながったと考
えられる。
　所得水準の地域較差指標としてのタイル係数丁や変動係数Cγや相対平均
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偏差〃Dのように，人ロシェアによるウェートを付けた指標は，地域間の人
口移動によって当然影響を受けるものと予想される。しかしながら，人ロシェ
アのウェートを付けていない単純算術平均に基づく変動係数C17＊や1962年の
固定人ロシェアをウェートに用いた変動係数CWも人ロシェアのウェートを
つけた指標と同じ動き方を示しており，所得水準の府県間較差の変動は人口移
　　　表2
自営業主所得（非農林業）
T cγ＊ Cγ 〃1〕
タイル係数 変動係数 変動係数 相対平均偏差
1962 O，023672 O．19420 O．21808 O．19184
65 0．022618 O．18421 0．21428 O．18285
68 O．017060 O．16388 0．18519 O．15862
71 0．015181 O．1644 O．17259 O．14756
74 O，011056 O．14374 0．14713 O．12559
77 O．013279 O．14292 O．16361 O．13111
雇用　者所得
T Cγ帯 Cγ 〃1）
タイル係数 変動係数 変動係数 相対平均偏差
1962 0．015478 0．15461 O．17559 0．15244
65 O，012252 O．13529 O．15666 O．13230
68 O．012163 O．13371 O．15629 0．13710
71 0．012215 O．14369 O．15585 O．13998
74 O．011160 O．13805 O．14886 O．13419
77 O．008862 O．12230 O，13279 O．11759
一般世帯所得
T Cγ＃ Cγ 1141D
タイル係数 変動係数 変動係数 相対平均偏差
1962 O．029043 O．21016 0．24185 O．20408
65 0．021941 O．18129 O．20978 O．17603
68 O．013844 0．15053 0．16532 O．14146
71 O．011366 O．14297 0．14864 O．12427
74 O．O09121 O．13314 O．13308 O．11278
77 O．006565 O．ユ2485 O．11164 O．08677
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動の直接的効果によるものではなく，主として府県間の所得水準の変化に基づ
くとみなすことができよ㌔とくに，1973年以降にみられる所得水準の地域閻
較差の大幅な縮小は，高所得県が景気の影響を直接的に受けて，所得水準の上
昇率が低下しているのに対し，低所得県はそれほど影響を受げず，高い上昇率
を維持したためである。
　非農林業の自営業主所得，雇用者所得および一般世帯所得については，3年
ごとの県別データしか得られないので，詳細な時系列変化の把握は不可能であ
るが，表2からわかるように程度の差はあるが，いずれの所得についても，ま
たいずれの地域較差指標も低下傾向を示しており，1962年から1977年の15年間
に府県間較差はかなり縮小したと考えられる。1962年の時点において，府県間
較差の最も大きかった一般世帯所得の較差縮小が一番大きく，非農林業の自営
業主所得がそれに続いている。しかし，雇用者所得は元来地域較差指標の値そ
のものが小さく，他の所得に較べて急激な較差縮小傾向はみられない。
2地方閻較差
次に，所得水準の府県間較差をタイル係数の分解式によって，地方問較差と
皿it
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　　　　　　　　　　　　　　　図2
　㌔。一
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地方内較差の加重平均とに分けて考察する。‘2〕
　図2からわかるように，各所得とも地方間較差のタイル係数は府県間較差の
タイル係数とほぼ同じ動き方をLている。表3と表4の最終欄は，所得水準の
府県間較差のうち地方間較差によって説明される割合を示している。1人当た
り県民分配所得の場合，その割合は1962年の45．7％から次第に上昇し，1967年
日it
0．03
O，02
0．01
自宮業主所得（非農林）
nit
O．03
　　O．02
府県胴
地方内O・01
地方闘
62
雇用者所得
　　　　　　　　　　府県間
一中1一■　　　　　　　　　　　　　㌔一．．上也庁間
　　　　　　　　　　地方内
65　68　71　74　77年　62　65　68　71　74
　　　　　　　　　図2（続き）
　表3　1人当たり県民分配所得によるタイル係数
77年
（単位：nit）
年度
1962
　63
　64
　65
　66
　67
　68
　69
　70
　71
　72
　73
　74
　75
　76
㈹府県間
O．036799
0．035662
0．032738
0．036212
0．034775
0．032895
0．032432
0．033469
0．034888
0．032603
0．031577
0．029959
0．021311
0，O19444
0．020124
（B）地方間
O．016817
0．016573
0．015582
0．018239
0．017643
0．016658
0．O16702
0．017519
0．018025
0．016287
0．014633
0．012594
0．O08405
0．O07430
0，O07900
（◎　地方内
O，019983
0．019088
0．017156
0．017972
0．017132
0．016237
0．015730
0．015950
0．016863
0．016316
0．016944
0．017365
0．012906
0．012014
0．012225
（B）／（A）％
45，7
46，5
47，6
50，4
50，7
50，6
51，5
52，3
51，7
50，0
46，3
42，0
39，4
38，2
39，3
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には52，3％で最高になり，それ以降下落して40％を切るように。なっている。府
県間所得水準較差の縮小は地方間較差の縮小と強く結びついていたと考えられ
る。非農林業の自営業主所得については，地方間較差によって説明される割合
は42～52％，雇用者所得についてはその割合は53～63％前後で大きな変化はな
いが，一般世帯所得の場合その割合は1962年の53％から1977年の75％へと一貫
　　　表4
自営業主所得（非農林業） （単位：nit）
年 ㈹府県間 （B）地方問 （◎地方内 ㊤）／㈹％
1962 0．023672O．012206 O，011466 51，6
65 O．022618 O．011201 O．011417 49，5
68 O．017060O．007237 O．O09823 42．4
71 O．015181 O．O06513 0．008668 42．9
74 O．011056 O．O05219 0．005837 47．2
77 0．013279 O．O06114 O．007165 46．1
雇用者所得
年 ㈹ （B） （◎ （B）／㈹％
1962 O．015478 O．O08130 O．O07348 52．5
65 O．012252O．O06667 O．O05586 54．4
68 O．012163 0．O07243 0．O04921 59．6
71 0．012215 0．O07790 O．O04425 63．8
74 O．011160O．007077 0．O04083 63．4
77 0．O08862 0．005275 0．O03587 59，5
一般世帯所得
年 ㈹ （B） （C） （B）／㈹％
1962 O．029043 O．015438 O．013606 53．2
65 O．021941 0．012105 O．O09836 55．2
68 O．0138440．O08227 O．O05617 59．4
71 O．011366 O．O07662 O．O03704 67．4
74 0．O09121 O．O06239 O．O02883 68，4
77 O．O06565O．O04922 O．O01643 75，O
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　　　　　近畿　　　　　刺1｛
　　　　　東海
　　　　　束北
北隆
i咄コ
1962　　63　　64　　6ヨ6　　67　　68　　6970717273747576　年度
図3　1人当たり県民分配所得による所得水準の較差
して上昇している。一般世帯所得の場合，府県間の所得の平準化が地方間較差
縮小のぺ一スより速いため，このような結果になったと考えられ乱
　なお，参考までに1人当たり県民分配所得による各地方内の所得水準較差を
表わすタイル係数の時系列変化を図3にかかげておく。
注（1）伊藤（1967）P．191および篠原（1964）P．308を参照。
　（2）地方区分は家計調査分類に基づく。すなわち　1北海道地方，2東北地方（②青
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森県③岩手県④宮裁県⑤秋田県⑥山形県⑦福島県），3関東地方（⑧茨裁県⑨栃木
県⑩群馬県⑪埼玉県⑫千葉県⑬東京都⑭神奈川県⑲山梨県⑳長野県），4北陸地方
（⑮新潟県⑯富山県⑰石川県⑱福井県），5東海地方（⑳岐阜県㊧静岡県㊧愛知県
⑳三重県），6近畿地方（⑳滋賀県⑳京都府⑳大阪府㊧兵庫県⑳奈良県⑳和歌山県）
7中国地方（⑳鳥取県⑳島根県㊧岡山県⑭広島県⑳山口県），　8四国地方（⑳徳島
県⑰香川県⑱愛媛県⑱高知県），9九州地方（⑳福岡県⑳佐賀県⑳長崎県⑬熊本県
⑭大分県㊧宮崎県⑳鹿児島県⑳沖縄県）の9地方である。
IV　所得不平等の測定基準
　　1資料
　府県別の所得分布の資料としてぼ，総理府統計局の『全国消費実態調査報告』
を用いた。この調査は全国の農林漁家を除く消費老世帯の家計実態を調査する
もので，1959年以降5年ごとに行なわれてい㍍この種の調査としてr家計調
査』があるが，調査規模が小さく，また地方別データのみで県別データがえら
れないため用いたかった。
　本稿では世帯主が会杜，商店，学校，官公庁に勤めている勤労者世帯を分析
の対象とした。勤労者世帯以外に全世帯の所得分布についての県別テータも利
用可能であるが，全世帯は勤労老世帯以外に個人および法人経営者，自由業主，
商人，職人，無職等の質的に異なる世帯を含んでおり，またこれらの世帯が全
世帯に占める割合は各府県の産業構造等の要因によって異なり，より複雑な分
析が必要となるため，今回の分析対象からは除外した。勤労老世帯の県別所得
分布ば1959年，1964年，1969年についてはr現金実収入階級別1世帯当たり1
ケ月の収入と支出」，そして1974年についてはそれに対応する表が「年聞収入
階級別1世帯当たり1ケ月間の蚊入と支出」に変っているので，この表より算
出した。なお，実収入は勤め先収入と事業・内職収入と杜会保障給付等の合計
額の9～11月の3ケ月平均である。
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　　2所得不平等の判定基準
　府県問の所得不平等を分析するために，本稿ではローレンツ曲線，変動係数，
ジニ係数，タイル係数，対数分散，アトキソソソ係数を用いた。以下ではこれ
らの概念について説明を加える。
　ローレソツ曲線　周知の如くローレンツ曲線は，低所得層からの人員累積構
成比とその人員の所得額が総所得額に占める累積構成比との幾何学的な対応関
係を示したものである。いま吻人からなる杜会の各員の所得がツ・のとき，
〃＝（ツ・，ツ・，……，ツ皿）を所得分布とすれぱ，”の全要索を小さい順に並べかえ
たものを，
　　（火1〕，ツ（2〕，……，ツ㈹）　　where　　北〕≦……≦ツ㈹
と表わすと，所得分布〃のローレソツ曲線は直交座標で点（0，O）から勿個
　　　　　　施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊
の点（尾伽，Σ：〃〕ノS型），（但し，尾＝1，……，％，S甘＝Σ〃））を1から勿の順に
　　　　　一＝1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旭＝1
直線で結んだものとして定義される。ulローレンツ曲線による所得不平等の測
定は，ある所得分布のローレンツ曲線が他の所得分布の胃一レンツ曲線よりも
上位にあれば，より平等であるとする。これは所得分布〃五，炉で，
　　止　　　　　　　　　　　　比
　　Σ1ツ五ω／S〃≦ΣツB＝・。ノ∫〃　for　▽尾＝1，……，〃
　　｛＝1　　　　　　　　　｛＝1
が成立するとき，”五は炉より平等でたいと判断することである。一2iローレン
ツ曲線は杜会全員の所得が比例的に増滅した場合，その不平等度は変化し底
い。いいかえれば測定単位に依存しないという性質を持っている。ローレソツ
曲線による所得分布の比較は，本稿では五分位階級別データに作り直して行な
つた。
　この他の所得不平等度の尺度は次のように定義され乱
　変動係数
　　・・一［去払一μ）仰・・…μ一半
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対数分散
〃一去差（1・・十）2
ジニ係数
　G＝ローレンツ曲線と完全平等線（45度線）との間の面積
　　　　　　　　　　完全平等線下の面積
あるいは，
　　　　1　冊椛　o一　　　ΣΣ1ツド州　　　2〃2μ　仁1j三1
タイル係数
τ一去ξ（十）1・・（十）
アトキンソン係数｛副
λ一・一［慕、（十）1■rf・・時・1・・
一・一…［去差、1・・（十）l　f…一・
　以上の尺度の中で対数分散だけがr金持ちから貧乏人への所得の移転が所得
不平等を低下させる」というドルトンのトランスファー原理をみたしていな
い。ωまた対数分散の場合，分布が対数正規分布をしていることを想定してい
る。所得不平等度を測る多くの尺度はローレソツ曲線の比較において交叉がな
い場合，これらの尺度による不平等の判定はP一レンツ曲線による判定と同一
であ乱しかし・ローレンツ曲線の交叉が存在する場合，所得不平等の順序は
一意的に確定しない。価値判断，つまり高所得層と低所得層へのウェートの付
げ方が異なれば，所得不平等の順序も異なりうる。この点，アトキソソソ係数
はEの値の選び方によって（Eの値が大きくなればなるほど低所得層の相対的
ウェートが大きくなる）価値判断を明示しており，その点他の尺度よりもすく“
れてし・る。
注（1）　このローレソツ曲線の説明は豊田（1975）によっている。
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（2）アトキソソソ（1970）は1コーレソツ曲線による分布の不平等度の順位1付げと功利
　主義的な枠組での杜会的厚生とが対応していることを示Lてい糺その場合，比較
　の対象となる分布は同一平均所得水準をもたねばならないとされた。しかし分布の
　所得水準が異なっても相対所得型の厚生関数を想定すれば，この対応関係は保たれ
　ることが証明されている〔綿貫（1977）を参照〕。
（3〕アトキソソソ（1970）を参照。
（4）　この命題を提出したのはアトキソソソ（1970）である。ドルト：／（1920）をも参
　照。
Y　地域所得不平等
　　1地域所得不平等の変化
　まず，1959年から1974年にかけて各府県の勤労老世帯の所得分布がどのよう
に変化したかを考察しよう。ω各府県とも所得水準は多少の差はあるが着実に
上昇していたのだから，その上昇にともなって所得の分配がどのように変化し
たかを知ることは重要であろう。
　各府県の勤労者世帯の所得分布の変化をローレンツ曲線の比較によってあら
わしたのが表5である。ここで十の記号はローレンツ曲線がその期間内に上位
へと移動（平等化）した場合，一の記号はローレンツ曲線が下位へと移動（不
平等化）した場合，×の記号はローレンツ曲線が交叉するようになった場合を
それぞれ示す。
　1959年と1964年の各府県ごとのローレンツ曲線を比較した結果，平等化を示
した府県数が26，逆に不平等化を示Lた府県数は2，そしてローレンツ曲線が
交叉した府県数は18であった。また1959年と1969年とのローレソツ曲線を比較
すると，十を示した府県数は39で，一を示した府県数は一つもなく，xを示し
た府県数はわずか7であった。ところが1959年と1974年のローレ1■ツ曲線の比
較によると十の数は27と減少し一と×の数はそれぞれ7と12に増加Lた。
1964年対1969年と1969年対1974年の5年間ごとのローレソツ曲線の比較では，
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表5　ローレ：／ツ曲纏の比較
　年府県名 59－64 59－69 59－74 64－69 64－74 69－74
1北海遂 十 十 十 十 × ×2青森X X × 十 X X3岩手十 十 十 十 十 X4宮城× 十 十 十 十 ’5秋田 十 十 十 十 十 一6山形十 十 十 一 ■ 一7福島× × × 十 × ’8茨城十 十 × × ■ 一9栃木× 十 X 十 × ■10群馬 X 十 × × × 一11埼玉 X 十 十 十 × ’12千葉 十 十 十 キ 十 113東京 十 十 十 十 一 一14神奈川 十 十 × × ■ ■15新潟 十 十 十 十 × 116富山 一 × 一 × L 一17石川 十 十 × × ■ 一18福井 十 十 十 一 一 十19山梨 十 十 十 1 ’ 一20長野 × 十 X 十 十 121岐阜 十 十 十 十 一 I22静岡 十 十 十 X ■ ・23愛知 十 十 十 十 一 124三重 × 十 × 十 十 凸25滋賀 × 十 十 十 十 126京都 十 十 ’ ■ ’ 一2？大阪 十 十 1 × ■ ■28兵庫 十 十 × 十 一 ■29奈良 十 十 十 × ■ ’30和歌山 × 十 1 十 一 131鳥取 十 十 十 一 ’ 一32島根 × 十 十 十 十 X33岡山 十 十 十 X 一 ’34広島 十 十 十 1 一 ×35山口 十 十 × 十 ■ 一36徳島 × × × 十 十 ×37香川 十 十 十 X × ×38愛媛 X 十 十 十 十 X39高知 十 十 十 十 X X40福岡 十 十 十 X × 一41佐賀 × 十 十 十 X ■42長崎 X × 十 × 十 十43熊本 × X 一 十 ■ 一44大分 X 十 ■ × 一 ’45富崎 ■ X 一 十 十 一46鹿児島 × 十 十 十 × X十 26 39 27 26 12 2
一 2 o 7 6 22 34
× 18 7 12 14 12 10
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表6変動　　係　　数
府県名
????
！959 1964 1969 19？4
1北 海 道 O．43447 0．41309 O．40569 0．434452青 森 0．53818 0．45895 0．46048 0．483403岩 手 0．55300 0．44948 O．45598 0．441784富 城 0．51482 O．53910 0．42894 O．454215秋 田 O．49455 0．46276 O．40374 0．413956山 形 O．51803 0．38438 O．42317 0．426917福 島 O．40515 o．44999 O．40359 ⑰．443088茨 域 O．44064 O，42789 O．39869 0．499019栃 木 O．45324 0．51415 OI38355 O．45962
10群 馬 O．45903 O．41380 O．39380 O．40261
11 埼 玉 O．44867 0．45984 O．38608 O．42805
12千 葉 O．5I392 O．49058 O．39734 0．4η02
13東 京 0．59614 0．43286 O．42598 0．47459
14神 奈 川 O．4？309 O．40331 0．38824 O．46189
15新 潟 0．48196 0．43279 0．36964 O．44214
16富 山 0．39766 O．40069 O．38528 0．47479
17石 川 0．42786 O．37263 O．35955 0．44320
18福 井 0．53638 0．38486 0．40903 O，401？4
ユ9 山 梨 0．54083 O．37684 0．39542 0．4i239
20長 野 0．47627 O．43490 O．41892 0．42053
21岐 皐 0．65371 O．38801 0．36212 0．44520
22静 岡 O．48324 O．43170 0．39466 0．44881
23愛 知 O．60731 O．45436 O．38270 0．46109
24 ??? 重 O，48579 O．47192 0．40860 O．46085
25滋 賀 O．42626 0．44214 0．39124 O．38711
26京 都 O．49227 0．42305 0．45045 O．49882
27夫 阪 O．44857 O．44100 O．437ε8 0．47274
28兵 庫 O．50302 O．46311 0．46224 O．46972
29奈 良 O．44837 0．44684 0．47421 O．43849
30和 歌 山 O．43694 0．46555 0．39080 O．50901
31 鳥 取 O．49926 0．36991 0．38814 0．44371
32島 根 O．43323 O．42743 O．39841 0．39501
33岡 山 O．51158 0．40661 0．37993 0．42763
34広 島 0，4η16 O．38326 O．42939 0．42429
35山 口 O．44904 O．39788 0．34393 O．43945
36徳 島 O．48619 0．43563 0．41500 0．42658
37香 川 O．47225 0，450ユ8 O．44976 0．43013
38愛 媛 0．45208 O．49020 O．40227 0．皇C508
39高 知 O，5工3ユ1 O．44342 0．49178 0．44228
40福 岡 0．45058 O．41521 0．43239 0．43438
41佐 賀 O．47027 0．45574 0．39138 0．47317
42長 崎 O．45341 O．50114 O．4529一 0．42084
43熊 本 0．43084 O．43887 O．41467 0．50013
μ 犬 分 0．44237 0．42421 0．50129 O．51435
45富 崎 O．41874 0．46947 0．39777 O，44？22
46鹿 児 島 0．48771 0．46671 O，41724 0．46173
47 …中 縄 O．48843
平 均 0．48i24 0．43709 0．41205 O．44812
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表一　ジ 二　　係　　数
年
府県名 1959 1964 1969 1974
1北 海 遺 O．22303 O．21224 0．20521 0．216602青 森 0．24639 O．24525 O．23479 O．249783岩 手 0．29433 O．24697 0．23740 0．237044宮 域 O．26976 0．27521 O．21899 O．243395秋 田 0．25551 O．23811 0．20562 0．222846山 形 0．26265 0．20795 0．22326 0．233597福 島 O．22085 0．23780 0．21071 O．234678茨 城 O．23638 0．21466 O．20713 0．248219栃 木 O．24794 0．24848 O．20346 O．24745
10群 馬 0．21905 0．21275 0．20465 0．21843
11 埼 玉 O．23653 0．22884 0．19424 O．22445
12千 藁 O．26971 O，24906 0．20677 0．24580
13 東 京 O．28223 0．22184 0I21882 0．25289
14神 奈 川 O．23447 O．20785 O，20156 0．23878
15 新 潟 0．25543 O．23250 0．19903 0．23733
16 富 山 O．19796 O．21783 O．20750 0．25486
17石 川 0．22637 0．20111 O．18624 0．24011
18褐 丼 O．26945 O．21090 0．22255 0．22192
19 山 梨 O．28532 0．20325 O．21027 0．22495
20 長 野 0．23799 o．22619 0．20185 O．22440
2工 岐 阜 O．27026 0．21208 0．18694 0．23493
22静 岡 O．24ユ51 O．21708 0．20870 O．23205
23 愛 知 O．26653 0．22996 0．19666 0．23940
24 一一一 重 0．23907 O．24775 0．21224 0．24282
25 滋 賀 O．22460 0．23211 O．19539 0．21130
26 京 都 0．24747 O．22395 0．23309 O．26422
27大 阪 0．23276 0．21982 0．21277 0．24430
28 兵 庫 0．24276 O．22843 O．21775 O．24438
29 奈 良 O．24552 0．22406 0．22262 0．23653
30 和 歌 山 0．22711 O．23191 0．20285 O．25967
31 、島 取 O．26253 O．20368 O．20965 O．2410ε
32 島 根 O．23261 O．22972 0．20747 0．21449
33 岡 山 O．26275 O．21452 O．1990⑪ O．23414
34広 島 0．25005 0．20511 0．22098 0．22389
35 山 口 O，23232 O．21293 0．18050 0．23329
36 徳 島 0．24118 O．23817 0．22098 0．23203
37 香 川 O．25271 0．23265 O．23003 0．23670
38 愛 媛 0．24500 O．24862 0．21526 0．22095
39 昔何 知 0－26516 O，24009 0．23415 O．23584
40 福 岡 O．24045 O．222ε6 0．21590 0．22926
皇1 佐 賀 O，25263 0．24399 0．20309 O．24595
42 長 崎 0．23893 O．25151 O．23779 0．22802
鴫 熊 本 O．22558 0．23658 0．21795 O．26286
44 大 分 O．23072 0．22923 0．22397 0．25780
45 富 崎 0．22168 0．24879 0．2ユ549 0．24374
46 鹿 児 島 O．24514 O．23320 O．21721 0．23522
47 葦中 縄 0．26031
1t 平 均 0．24583 O．22821 0．21170 O．23750
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表8タイル係数
府県名
年 1959 1964 1969 1974
ヱ 北 海 遺 O．08437 0．07621 O．07354 O．081382青 森 O．11196 O．09749 0．09508 0．104023岩 手 0．ユ4178 O．09900 O．09607 0．091584宮 域 O．12019 0．12630 0．08247 0．095415秋 田 0．10933 O．09624 0．07493 O．080386山 形 O．11781 O．06983 0．08405 0．087767福 島 O．08121 O．09257 O．07543 0．091638茨 域 O．09226 0，079ε3 0，073i9 0．工06429栃 木 0．09961 O．10874 0．06946 O．09829
10群 馬 0．08711 O．07685 0，07ユ0工 0．07646
11埼 玉 0．09294 O．09043 0．06710 0．08385
12千 葉 O．12157 O．10489 O．07255 0．10112
13東 京 O．14129 0．08339 0．08285 O．10304
14神 奈 川 O．09587 O．07349 0．06904 0．09513
15新 潟 O．工0812 O．08863 O．06653 0．09139
16富 山 0．06942 0．0792？ 0．07435 0．10449
17石 川 O．086ユ8 O．06491 ⑪．06023 0．09276
18福 井 O．12582 0．07146 0．08202 0．07832
19 山 梨 0．13198 0．06761 0．07378 0．08073
20長 野 0．09840 0．08612 C．07558 0．08395
21岐 阜 0．14746 O．07196 O．06147 O．09015
22静 岡 O．10I36 O．08188 0．07359 0．08998
23愛 知 0．13456 0．09021 O．06712 0．09516
24 ??﹈ 重 0．ヱ0135 O、ユ0222 0．07755 0．09800
25滋 賀 O．08463 O．08927 0．06912 0．07150
26京 都 0．10598 0．08238 0．09216 0．11362
27大 阪 O．09039 O．08416 0．08172 0．09961
28兵 庫 O．10451 O．09216 O．08886 0．09866
29奈 良 0．09984 0．08658 0．09223 0．09002
30和 歌 山 O．08666 0．09416 0．07044 O．11351
事ユ 鳥 取 O．1ユ282 O．06730 O．07318 O．09298
32島 根 0．08851 0．08578 0．07495 0．07513
33岡 山 0．11634 0．07555 0．06836 0．08750
34広 島 0．10490 0．07045 0．08376 0．08218
35 山 口 0．09216 0．07472 0．05657 O．08942
36徳 島 0．10009 0．09230 O．08213 O．08606
37香 川 O．10423 O．09108 0．09042 0．08938
38愛 媛 0．09765 0．10595 O．07766 O．07848
39高 知 O．11771 0．09485 O．lO080 O．09068
40福 岡 O．09606 O，08199 0．08218 0．08650
41 佐 賀 O．l0574 O．09945 0．07130 O．10136
42長 崎 0．09580 O．10744 0．09503 O．Oε358
43熊 本 O．08874 0．09130 0．08300 0．11444
44大 分 0．08950 0．08603 0．09737 0．11346
45宮 崎 O．08426 0．！0211 0－07798 O，0955ユ
46鹿 児 島 0．10353 0．09647 O．08216 0．09347
47 ；中 縄 0．10876
平 均 0．10374 O．08763 0．07805 O．09271
455
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表9対数　　分　　散
年
府県名 1959 1964 1969 1974
1北 海 道 0．17321 0．15375 0．14583 0．154712青 森 0．20192 0．21274 0．19852 0．216673岩 手 0．34886 O．25066 O．21873 O，205244宮 城 O．26910 0．26509 O．16563 0．202565秋 田 O，22899 O．20453 0．16263 0．173206山 形 0．24765 0．14758 O．19547 0．204467福 島 0．19911 O．19407 0．15743 O．211628茨 城 0．21229 0．15798 0．15163 O．216859栃 木 O．24335 O．20610 0．14948 0．21302
10群 ．馬 0．17488 O．15595 O．14361 O．16313
11 埼 玉 O．20380 O．16996 0．13425 0．18067
12千 葉 0．30861 0．21410 0．14803 0．20671
13東 京 0．25649 O，16572 O，17923 0．21171
14神 奈 川 O．19173 O．15119 O．13970 0．19012
15新 潟 O．25449 O．20399 O．15354 O．20217
16富 山 O．13200 O．20234 O，19462 0．22722
17石 川 O．20239 0．13003 0．12835 0．20537
18福 井 O．29550 O．15823 0．19552 O．17736
19 山 梨 0．27622 O．15042 0．15744 0．17535
20長 野 0．19142 O．18540 0．15241 0．19736
21 岐 阜 0．35756 O．15509 0．13799 O．18552
22静 岡 O．21587 O．工6465 O．16179 0．18189
23愛 知 O．23655 O．18178 O．13724 0．19394
24 ??? 重 0．19760 0．23453 0．17246 O．22274
25滋 賀 O．18338 0．18859 0．14480 0．15418
26京 都 O，23526 0．17347 O．19596 0．24329
27大 阪 0．18650 0．16114 0．ユ5625 O．20293
28兵 摩 0．20μ9 0．18887 0．17371 0．19841
29奈 良 O．27406 0．16872 0．16974 0．19622
30和 歌 山 0．17944 O．19166 O．14537 O．23309
31 鳥 取 0．23335 0．15750 0．16624 O．20431
32島 根 0．19605 0．18865 0．16682 O．17735
33岡 山 0．24925 0．15143 O．15127 O．19682
34広 島 0．23932 0．16621 O．17552 0．16780
35山 口 O．20274 0．16717 O．12665 0．19624
36徳 島 O．18803 O．22238 O．18693 O．18727
37香 川 0．23084 0．19710 O．18303 0．20680
38愛 媛 0．22445 0．22547 0．17643 0．17522
39高 知 O．24728 O．23105 O．20849 O．19792
40福 岡 0．22945 O．18730 O．16096 0．18278
41佐 賀 0．26353 0．24470 O．15458 0．22184
42長 崎 0．22369 0．21578 0．20679 O．18232
43熊 本 0．22639 O．20909 O．20997 O．26211
44大 分 O．19465 0．20035 O．19474 O．22865
45富 崎 O．20780 0．22986 O．18924 0．22044
46鹿 児 島 O．21041 0．21502 O．19233 0．19664
47 享中 縄 O，22555
平 均 0．22717 0．18907 0．16777 0．19953
456
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表10アトキソソソ係数 ‘＝O．5
府県名
年 1959 1964 1969 1974
1北 海 道 O．04100 0．03699 O．03560 0．038842青 森 0．05ユ92 0．04807 0．04629 0．050453岩 手 0．07057 O．05034 0．04767 0．045424富 城 0．05908 O．06097 O．03997 0．046815秋 田 O．05314 O．C4699 O．03693 0．039706山 形 O．05699 0．03450 O．04ユ89 O，044017福 島 0．04137 O．04525 0．03702 0．045608茨 城 0．04606 O．03840 0．03586 0．051029栃 木 O．05027 0．05工30 O．03442 0．04842
1O群 馬 O．04172 O，03734 O．03466 0．03779
11 埼 玉 0．04578 O．04299 O．03259 0．04113
12千 葉 O．06064 O．05056 0．03545 0．04889
13東 京 0．06551 O．04029 0．04069 O．05014
14神 奈 川 O．04596 0．03580 0．03370 0．04589
15新 潟 0．05382 0．04423 0，033皇8 O．04521
16 ??? 山 0．03330 O．04051 0．03828 0．05139
17石 川 O．04308 0．03178 0．02976 O．04598
i8福 井 0．06159 0．03568 0．04ユ46 0．03925
19 山 梨 0．06405 0．03371 0．03649 0．04003
20長 野 0．04707 O．04231 0．03641 O．04206
21岐 阜 0．07004 0．03572 O．03056 0．04392
22静 岡 0．04921 0．03956 0．03652 O．O｛355
23愛 知 O．06134 0．04346 0．03281 0．04610
24 一一一］ 重 O，04837 0．05049 0．03841 0．04846
25滋 賀 O．04175 0．04369 O．03376 O．03548
26京 都 0．05ユ53 O．04039 O．04507 0．05550
27大 阪 0．04396 0．04022 0．03897 O．04818
28兵 庫 O．04964 0．04436 0．04226 O，04768
29奈 良 O．05140 0．04148 0．04340 O．04443
30和 歌 山 O．04227 O．04542 0．0345ユ 0．05470
31 鳥 取 O．05485 0．03400 0．03671 0．04604
32島 根 0．04398 0．04252 O．03726 0．03775
33岡 山 0．05658 0．03677 0．03401 0．04362
34広 島 O．05192 O．035刎 O．04093 0．04004
35山 口 0．04537 0．03718 O．02826 0．04410
36徳 島 0．04749 0．04661 0．04100 0．04261
37香 川 O．05152 O．04466 O．04382 ⑰．044ε2
38愛 媛 0．04879 O．05ユ46 0．03885 0，039i3
39高 知 0．05715 0．04787 0．04840 0．04468
40福 岡 O．04812 0．04094 O．03954 0．04238
41 ｛左 賀 0．05329 0．05023 O．03525 0．04965
42長 崎 0．04770 O．05151 O．04683 0．04140
43熊 本 0．04513 O．04558 O．04218 0．05648
44大 分 0．04400 0．04310 0．04597 0．05436
45富 崎 0．04257 0．05053 O．03956 0．04773
46鹿 児 島 o．04990 0．04738 O．04ユユ4 0．04544
47 ；中 縄 0．05294
平 均 O．05067 0．04301 O．03836 0．04551
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表11アトキソソソ係数∈＝1
隼
府県名 ユ959 1964 1969 1974
1北 海 道 0．08003 0．0721I 0．06918 0．074542青 森 O．09751 O．09471 O．09035 O．098103岩 手 0．14067 0．10271 0．09497 0．090254官 城 0．工161？ 0．11787 0．07767 O．091715秋 田 0．10328 O．09208 0．07330 0．078466山 形 O，11054 0．06814 0．08418 0．088397福 島 0．08436 O．Oε849 0．07276 O．091278茨 城 0．09208 0．07442 0．07042 0．098639栃 木 O．10165 O．09751 0．06830 0．09522
10群 馬 0．08100 O．07288 0．06774 O．07463
11埼 玉 O．09047 O，08204 O．06361 O．08118
12千 葉 0．12268 O．09784 0．06937 O．09474
13東 京 0．12198 0．07805 0．08045 0．0972工
14神 奈 川 0．08881 O．07017 0．06590 O．08863
15新 潟 O．ユ0754 0．08857 0．06765 0．08956
16富 山 0．06418 O．08348 0．07954 O．10090
17石 川 0．08675 0．06208 O．05911 0．09工06
18福 井 0．12223 ⑪．07123 0．08392 0．07857
19 山 梨 0．12343 0．06747 O．07213 0．07927
20長 野 O．09027 O．08348 O．07101 O．08480
21 岐 阜 0．13957 0．07082 0．06143 0．08558
22静 岡 O．09634 0．07691 O．07272 0．08450
23愛 知 0．11376 0．08426 0．06437 O．08947
24 ?』? 重 O．09272 0．10047 O．07658 0．09638
25滋 賀 0．08252 0．08570 O．06656 O．07036
26京 都 O．10161 0．07935 O．08844 O．10821
27大 阪 O．08572 0．07725 0．07488 O．09333
28兵 庫 0．09520 0．08632 O．08143 0．09213
29奈 良 0．10695 0．07992 O．08240 0．08η4
30和 歌 山 0．08259 0．08819 O．06776 0．10566
31 鳥 取 O．10615 0．06890 0．07370 O．09101
32島 根 0．08728 0．08431 O．07437 0．07641
33岡 山 O．11027 O．07158 0．06797 O．08688
34広 島 0，103工1 O．07180 0．08028 0．07810
35 山 口 O，08976 O．07433 0．05687 0．08726
36徳 島 0．09032 O．09422 0．08207 0．08425
37香 川 O．10161 O．08807 O，08507 0．08981
38愛 媛 O．09732 O．10053 O．07785 O．0？806
39高 知 O．11082 0．09695 0．09417 0．08826
40福 岡 O．09695 0．08202 0．07639 O．08320
41 佐 貿 O．l0803 O．10179 O．07003 0．09776
42長 崎 O．09558 0．09924 0．09231 0．08198
43熊 本 0．09271 O．09107 0．08662 0．11188
44犬 分 0．08689 0．08663 0．08888 0．10459
45富 崎 O．08681 0．10014 0．08056 0．09537
46鹿 児 島 O．09653 0．09394 0．08292 0．08894
47 ミ中 縄 0．l0265
平 均 O．09962 O．08478 0．07583 0．08951
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125
表12アトキソソン係数‘＝2
隼
府県名 1959 工964 1969 i974
1北 海 道 0．15434 0．13869 0．13231 0．139722青 森 O．17733 O．I8321 O．17353 0．ヱ87583岩 手 0．28ユ53 O．21589 0．18936 0．179624官 城 0．22374 O．22061 O．14772 0．175475秋 囲 0．19468 0．17814 0．1474工 0．154286山 形 0．20938 0．13306 0．ユ7968 0．179397福 島 0．17432 0．16950 0．14130 0．186428茨 城 0．18473 0．14403 0．13676 0、工90489栃 木 O．210ユ8 0．ユ7951 0．1349ユ 0，183ユ4
10群 馬 O．15673 0．14067 O．12946 0．14527
11 埼 玉 0．17874 0．15107 0．12308 0．16376
ユ2 千 葉 O．27060 0．18542 O．13367 0．1803工
13東 京 0．21509 0．14805 0116114 0．18149
14神 奈 川 O．16993 0．13838 O．12682 0．16763
15新 潟 0．21712 O．17919 O．13999 0．17695
16富 山 O．12073 0．18217 O．17683 O．19421
17石 川 O，18065 0．11782 0．11870 0．17826
18福 井 O，25263 O．一4i85 0．〃271 O．1569I
19 山 梨 0．22538 0．13712 0．14079 0．15474
20長 野 O．16777 0．16377 0．14017 0．17561
2I岐 阜 0．30231 O．一3900 0．13ユユO O．16292
22静 岡 O．18785 0．14794 O．14621 0．16122
23愛 知 0．20380 0．16364 O．12541 0．17022
24 一’一 重 O．工7321 0．20755 0．15613 O．19546
25滋 賀 0．16213 0．16600 O．13418 O．13858
26京 都 0．21111 0．15450 0．17264 0．20592
27犬 阪 O．16426 O．14470 o．14工49 O．17708
28兵 庫 0．17876 0．16928 O．15745 0．17263
29奈 良 0．23971 0．15124 0．15169 O．17269
30和 一歌 山 0．I5857 O．16873 0．I3ユ83 0．i9936
3ユ 鳥 取 O．19622 0，143工5 0．14867 O．17696
32島 根 0．17000 0．16527 0．15066 0．16283
33岡 山 O．21084 0．13593 0．13768 0．17193
34広 島 0．20503 0．工5337 0．15672 0．14957
35 山 口 O．17786 0．15108 0．11932 0．17330
36徳 島 0．16435 0．19223 0．16601 O，16410
37香 川 O．ユ96工8 O．〃323 0、ユ6088 0．］7983
38愛 媛 O．19192 0．19476 0．15722 O．15574
39高 知 0．20736 0．19981 0．18314 0．17427
40福 岡 O．20001 O．ユ6638 O．14436 O．16183
41 佐 賀 0．22646 0．20930 O．14033 0．19358
42長 崎 0．19624 O．18663 0．17899 0．16058
43熊 本 0．i9862 0．18127 O．ユ88ユ9 O．22ユ67
44大 分 0．17204 O．17664 0．17598 0．19574
45富 崎 0．18？19 O．19684 0．16886 0．19007
46鹿 児 島 0．18201 O．ユ8744 0．17151 0．17292
47ミ中 縄 0．19143
平 均 0．工9630 O．ユ6683 0．15093 O．17455
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表13　アトキソソソ係数‘＝5
年
府県名 1959 1964 1969 1974
1北 海 道 0．36563 0．32950 O．34122 0．331042青 森 0．37665 0．39819 O．39767 0．433733岩 手 0．63686 O．55670 O．44198 0．449464宮 城 0．45850 O．44工37 0．33623 O．383395秋 田 0．39268 O．39487 0．41516 0．4ユ5346山 形 0．44014 O．31550 O．71098 O．465987福 島 0．40695 0．37633 O．33885 0．507438茨 城 O．46231 0．47437 O．34013 0．530999栃 木 O．60183 O．38383 O．32962 0．39237
10群 馬 O．36459 0．33S05 0．2？831 O．33070
11埼 玉 0．45668 O，31557 O．31213 0．56930
12千 葉 O．76327 O．41647 O．3ユ742 0－44421
13東 京 O．刎660 O，34489 0．ξ7907 O．37447
14神 奈 川 O．42423 0．43992 O．29705 0．43585
一5 新 潟 O．53422 0．46248 O．41946 0．43422
16 ｛?? 山 O．26940 0．53909 0．53474 0．43994
一7 石 川 O．52640 0．24523 0．35312 0．40470
18福 井 O．64293 O．34239 0．46950 0．37560
19山 梨 O．41122 O．38808 O．32867 0I34726
20長 野 0．35530 0．38880 O．43341 O，47084
21岐 阜 O．68587 0．32778 0．58511 0．37304
22静 岡 0．44607 O，35250 O．41076 0．40859
23愛 知 0．42276 0．64731 O．31673 O．43902
24 一一L　’ 重 O．37837 0．69817 0．46572 0．54307
25滋 資 O，38109 O．38730 O．44509 O，34壬20
26京 都 O．66878 O．38768 O．46516 O．46947
27犬 阪 0．37923 0．32970 0．35723 0．42707
28兵 庫 0．38718 O．46942 0．43809 O．37789
29奈 良 O，64889 0．36857 0．31642 O．48234
30禾口 歌 山 0．35365 0．37578 O．32725 0．44562
31 ．畠 取 0．37190 0．41129 0．36939 O，38974
32島 根 0．35659 0．36692 O．46681 O，59283
33岡 山 O．47332 0．30317 O．37643 0．40387
34広 島 0．49232 0．52911 0，422i5 0．36326
35山 口 0．41858 0．46939 O．46874 O，45090
36徳 島 0．32095 0．4皇971 O．44904 O．36856
37香 川 0．41i37 0．40560 0．34093 O．42798
38愛 媛 0．41379 0．44218 0．40646 O．38613
39高 知 0．40519 0．4ε369 O．43711 0．45001
40福 岡 0．51708 0．44064 0．33264 0．40193
41 イ左 賀 O．56976 O．49138 O．39079 O．51217
42長 崎 O．55381 0．41773 0．39171 O．36859
43熊 本 0．4956工 0．41201 0．53195 O．50795
44大 分 0．44845 0．46281 O．47642 0．41328
45 宮 崎 0．58545 0．43691 0．45265 0．438656 鹿 児 島 O．38972 0．42761 O．45944 0．40865
47 ｛中 縄 O．38299
平 均 O．46265 O，41708 0．40815 O．42797
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前者の場合各府県に平等化の煩向がみられるのに対し，後着の場合一の数が34
もあり，顕薯な不平等化の傾向がみられる。以上を要約すると，各府県の勤労
者世帯の所得分布は1959年から1964年，さらに1969年にかけて平等化し，1969
年から1974年にかけては逆に不平等化の傾向が強まったが，1959年以前の状態
にまでは悪化していないということになる。ただ，1969年から1974年にかけて
所得分布が不平等化したと言っても，この期問所得水準は上昇しているのだか
ら，一概に各府県の経済的厚生水準が悪化したとは言えないのである。
　以上の傾向は，各府県の所得分布についてのジニ係数，タイル係数，アトキン
ソソ係数等の各不平等度係数においてもあらわれている（表6～13参照）。各
係数と毛1959年から1964年，1969年にかけてその値は一般的に低下しているが，
1974年にはまた上昇している。しかし，1974年の値は1959年の値よりは低い。
　　2　府県聞の所得不平等
　1959年，1964年，1969年，1974年について勤労者世帯の府県別所得分布をロ
ーレンツ曲線によって比較したのが表14～17である。十の記号はその府県のロ
ーレンツ曲線の方がより上位（平等）であることを示し，反対に一の記号はそ
の府県のローレンツ曲線がより下位（不平等）であることを示し，×の記号は
ローレソツ曲線が交叉していることを示す。表の右スミにはジニ係数による所
得平等の順位と十，一，×，のそれぞれの合計数を掲げてある。
　府県間のローレ1■ツ曲線が交叉していて，所得不平等の優劣の判定が不可能
なケースが生ずる割合は，1959年には0．34．1964年には0．31．1969年には0．29．
1974年には0．31であり，約3割程度は判定不可能なケースが生じている。表18
はジニ係数による所得平等度の順位とローレンツ曲線の府県間比較の結果とを
対応させている。予想された通り，ジニ係数による順位が高げれば高いほど十
の数は多く，一の数は少ない。逆に，ジニ係数による順位が低ければ低いほど
十の数は少なく，一の数は多い。しかし，上位あるいは下位の中にもXの数の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　461
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帯勤労老世年1959による比
26　27　28　29　30　31　32　33　34　35　36　37　38　39　40　41　42　43　44　45　46ジニ係教による頗位 十 ■ ×
十十十十十十×十十十十十十十十十十×十×十 5 37 17××××一×X＋×××XX＋×××XX××27 11 628
1　　　■　　　■　　　’　　　一　　　■　　　■　　　’　　　’　　　一　　　■　　　一　　　一　　　’　　　凹　　　一　　　一　　　一　　　■　　　■　　　■ 46 043 2
一一一一一×一×一一一一一×一一一一一一一 42 13410一一一一一×一十×一一××十一×一一一一一 34 82512一一一一一X一×一一一X一×’×一一一一一 36 33012×××十×十X＋＋××十十十X＋＋×××× 3 20 O25×××十×十×十十××十十十X＋××一一十 15 20 718×一×一一×一十×一×X×十一×一一一一× 29 101916十十十十×十十十十十×十十十十十十×十×十 2 36 18十一十十一十×十十X×十×十×十××一×十 16 23 814一’．一一×一一一一一一一×一一一一一一一 41 136 8一’一×一X一××一一X××一×一X一一一 44 02619十×十十×十X＋＋×十十十十×十××X×十 14 27 216×一一一一×一×一一一×一十一×一一一一一 33 62712十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十 1 4401×××十×十×十十××十十十十十十×××十 8 25 218
一一一一一×一一×一一一一X一一一一一■一 40 23310
■　　　’　　　一　　　■　　■　　　’　　一　　　■　　■　　　’　　　一　　　一　　■　　　一　　　1　　　■　　　■　　　’　　　’　　一　　　■ 45 040 5
十×××一十×十×XX＋×十×十××××× 17 17 424一一一一一×一×一一一一一×一一一一一一■ 43 13410X一××一十×十十一×十×十×十×X一一× 22 161217一一一×一××××一一XX×××××一一× 39 31824××××一××十×X×X×十×××××X× 19 12 330十X＋＋×十×十十十×十十十十十十×××十 6 29 214一××一十×十×一×十×十××××一×× 28 141120
十 十十一十×十十××十十十×十×X　X×十 13 25 416
×一 ×一十×十十一×十×十×十××一×十 23 181017
×一× 一×一十×一×××十一十一一一一× 26 131814
十十十十 十×十十×十十十十十十十×××十 9 32 211
一’’×一 一××一一××X一×一×一一一 35 22320×X×十×十 十十X×十十十X＋×××一十 12 20 322
一一一一一×一 ×一一一一十一一一一一一一 37 532 8
×一一×一×一× 一XX×十一×一一一一× 30 82017十×十十×十×十十 ×十十十十十十×××十 11 26 415
××××一十×十×× 十×十×十X×××× 21 16 425
一一一×一×一十X一一 ×十一×一×一一一 32 82314×一××一X一十×一×× 十一×一一一一× 24 101718
一一一一一×一一一一一一一 一　　　　■　　　　■　　　　■　　　　’　　　　一　　　　■ 38 235 8×××十一十×十十一×十十十 十××一一十 20 20 916×一一一一×一十×一一××十一 一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　■　　　　　　■ 31 82413×××十一十×十十一×十十十×十 X一一× 18 191016××X＋×××十十X××十十×十X XX× 7 16 128十×十十×十×十十X×十十十十十十X ×十 10 28 314×××十×十十十十×X＋＋＋＋＋＋×× 十 4 26 118×一一×一十一十×一×十×十一十××一一 25 151614
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勤労老世帯件691こよる比較
26　27　28　29　30　31　32　33　34　35　36　37　38　39　40　41　42　43　44　45　46ジニ係数による噸位 十 一 X
十×十X＋×十XXX＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋9 30312一一一一一一一一一一X一××一XX×一×× 38 13014一一一一’一一一‘一．一×’．XX一’X一 39 13311
■　　　　　一　　　　　■　　　　　一　　　　　一　　　　　’　　　　　一　　　　　一　　　　　■　　　　　’　　　　　一　　　　　■　　　　　一　　　　　’　　　　　一　　　　　一　　　　　■　　　　　■　　　一　　　　　■　　　　　一 46 0450
一一一一一一一一一一××十X－XXX一十X34 62613十十十十十X＋＋X×十十十十十十十十十十十 6 3519一一一一X一×一一一×X＋×XX＋X×十X33 72117XX＋X＋×××××十十十十X＋＋×X＋×13 22 221一一一一×一×一一一X一×X－X＋×××× 41 32715十十キ十十×十××X＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 10 31 311X－X一×一X一一XXX＋×XX＋XX＋X23 8i423一一一一一一一一一一×一×X－XX×一X×44 13113XX＋X＋一×一一×十×十十×十十XX＋×17 181116十十十十十X＋＋××十十十十十十十十十十十 5 36 18一X×××’一’一一十×十十一十X×一十X 29 102015
××XX＋一十×一×十十十十十十十十十十十 15 22 617十十十十十×十十×十十十十十十十十十十十十 1 42 o3十×十X＋X＋×一X＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 7 29 313十十十十十×十十×十十十十十十十十十十十十 2 39 o6X×X××一十×一一十×十十×十十十十十十 21 181215十X＋×十×十×××十十十十十十十十十十十 8 29 313十×十×十一十×一×十十十十×十十十×十X 14 23 715一一×一×一×一一一X×十×××十××十X 26 iヱ 18ユ6一一一一一一一一一一×一××一X××一×× 40 13212一一一一X一×一一一XX＋X××十××十×28 82017××××一十一一一十十十十×十十×X＋× 19 191313×　十×十X×一××十×十十×十十××十X 16 19 620×一　××一X一一一××十×××十X×十× 22 12 工6 17××X　×X×一×X××十××X＋×X＋×20 14 625×一X×　一X一一一十X＋＋一十十X×十×27 12］8 15十×十×十　十××十十十十十十十十十十十十 3 32 O13一××××一　　一一一十×十十’十××X＋× 25 121716
十十十十十×十　　××十十十十十十十十十十十 12 30 411
十X＋×十×十×　十十十十十十十十十十十十 4 33 o12十X＋×十一十×一　十十十十十十十十十十十 11 27 4ヱ4一一X×一一一一一一　　X×X一十X×一十×35 42417一XX×X－X一一一X　＋＋一×十X×十X30 101718一一一一一一一一一一X一　×一×××一×× 42 132一2一一××一一一一一一×一×　一×X一一十× 36 32616××X×十一十一一一十十十十　十十十十十X 18 19 工3 13一一××一一一一一一一××X－　　X一一×一 37 12717一一一一一一×一一一×一XX一×　×一XX45 130ユ4XXXXX一×一一一××X＋一十X　一十X32 51723×XXXX一×一一一十X＋＋一十十十　十×24 141516一一一一一一一一一一一一×一一×X一一　一 43 136 8X××××一×一一一×××××十X××十 31 41427
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表16ローレソツ曲線
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1969年勤労老世帯による比較
26　27　28　29　30　31　32　33　34　35　≡≡6　37　38　39　40　41　42　43　44　45　46ジニ係数によるl1噴付 十 一 ×
十十十十XXX×十一十十十十十×十X＋＋＋15 23 7ユ5×一一一一一一一一一一×一×一一××一一一 44 038 7×一一一一一一一一一一×一一一一X一一一一 45 o41 4十一××一××一×一×十×十一一十×十×× 34 72117十××十×十×一十一十十十十×X＋＋キ十十 16 19 917××××一一一一×一××一十×一十××一× 39 42615十××十一×X一十一十十×十十×十×十X× 24 1315I7十×十十一十×一十一十十十十十×十X＋＋＋ 18 241011十×十十×十×一十一十十十十十×十十十十十 13 25 515十××十×十×一十一十十十十十X＋＋＋＋＋ 14 23517十十十十十十十×十一十十十十十十十十十十十 4 38 16十十十十××××十一十十十一←十×十X＋×十 17 20 718
十一××一××一×一×十×十×一十×十×× 33 72315十十十十十十十×十一十十十十十×十十十十十 9 31 31l十×十十×十十×十一十十十十十十十十十十キ 8 28 314×××××××××一×X×十××十十X×十 20 8433十十十十十十十十十一十十十十十十十十十十十 2 40 14
××X×一一一一×一×X一十×一十一×一× 37 32715十X×十一××一十一十十十十X一十×十十十 23 ユ6 1712十×十十×十十×十一十十十十十十十十十十十 lO 29 610十十十十十十十十キー十十十†十十キ十十十十 3 40 ヱ ｛十××十一十×一十一十十十十X一十×十キ十 2I 201411十十十十十十十×十一十十十十十十十十十十十 6 35 28
十××十一××一十一十十十十×一十×十×十 25 151812十十十十十十十×十一十十十十十十十十十十十 5 34 38一一一一一一一一一××一×一一十×一一× 42 1341O十　十十一××一十一×十×十十×十×十X× 26 131121十一　十一×X－X－X＋×十X一十×X××3］ 7ユ7 2ユ十一一　一××一×一×十××一一十×××× 38 52515十十十十　十××十一十十十十十×十×十十十 11 26 712十×××一　　X一×一十十十十×一十×十一ト十 22 131715
十×××××　一×一十十十十×一十××十十 19 12工1 22十十十十×十十　十一十十十十十十十十十十十 7 32 310十一××一××一　一X＋×十一一十×十×× 35 72414十十十十十十十十十　十十十十十十十十十十十 1 45 o0××××一一一一×一　　×一十×一十×X＾× 35 42615
X一一一一一一一一一X　－X一一十×一一× 41 13410十×X×一r一一×一十十　十×一十×××十 27 1O2S12×一一X一一一一一一一×一　一一X一一一一 43 139 5十一×十一×X一十一×十×十　×十×十X× 29 lO1817十×十十X＋＋一十一十十十十X　＋＋＋＋＋ 12 24 912一一一一■一一一一一一一一×一一　　一一＾一 46 042 3×X×××××一×一×××十×一十　××× 32 41526十一××‘一×一一一×十×十一一十×　×× 40 62811十XXX一一一一×一十十×十X一十××　十28 102114×X××’一一一×一××一十×一十××一 30 42615
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勤労老世帯こよる比較1974年
26　27　28　29　30　31　32　33　34　35　36　37　38　39　40　41　42　43　44　45　46　47ジニ係数による順位 十 一 ×
十十十十十十×十十十十十X＋＋＋X＋＋＋＋＋ 3 37 O9十一一一十×一一一一一×一一一×一十十×一十 40 53011十×XX＋＋一X一一一X一×一十一十十十X＋25 131518十××一十×一一一一一X一一一X一十十X一十32 92314十十十十十十一十X＋＋＋×十十十十十十十十十 7 34 39十×××十X－X×XXX一××十一十十十X＋17 91126十×XX＋×一X×XXX－X×XX＋＋＋X＋19 8ユO 28十××一十×一一一一一×一一一×一十十×一十 39 72415十××一十一一一一一一一一一一X一十十×一十 貌 631 9十十十十十十X＋X＋＋＋×十十十十十十十十十 4 38 17十十十十十十X＋×十十十×十十十×十十十十十 10 35 29十一×一十X一×一一一×一一一X一十十XX＋36 820一8十一一一×X．×一一一×一一一×一×X×一十 41 22519十×十×十×一×一XXX××××X＋＋X×十27 8632十××X＋＋一X一一一×一X一斗一十十×一十26 141616×一×一×一一一一一一一一一一一一十×X－X 42 136 9十XX一十十一一一一一X一一一十一十十X一十29 923ヱ4十十十十十十一十×X＋＋×十×十×十十十十十 6 30 214十十十十十十一十×十十十一××十×十十十十十 11 30 412十×××十十一十×××十×××十X＋＋＋＋＋ 9 23221十十十十十十一×一××X××一十×十十XX＋20 20 818十十十十十十一×一X×××××十×十十××十 15 20620十十十X＋＋一×一一××一X一×一十十X×十28 151516十××一十X一一一一一×一一一×一十十×一十 31 72316十十十十十十×十十十十十十十十十十十十十十十 1 必 O2
一’一一一一一’一一一一一一一一×’、一一 47 044 2
十 ×一十×一X一一X×一一一×一十十X×十34 918i9十X ×十×一×一一×X一一一X一十十X×十 35 71821十十× 十十一×一一××一×一十一十十××十 23 171514
十一一一 一一一一一一一一一一一一X×X－X 44 139 6十××一十 一一一一一×一一一X一十十×一十 30 72514
十十十十十十 十×十十十十十十十十十十十十十 2 41 O5
十×××十十一 ’×××一X×十一十十十×十 18 151219
十十十十十十X＋ 十十×X＋＋＋X＋＋＋＋＋ 8 32212十十十十十十一×一 ××一X一十Xキ十十×十 16 231013十X××十十一×一× ×一××十一十十十X＋ 14 191116十××X＋×’××X× ■×X＋’十十十×十 24 91126十十十十十十一十X＋＋＋ 十×十十十十十十十 5 332n十十十×十十一X一×X×一 一十一十十十×十 22 191116十十十十十十一X一十×XX＋十X＋＋＋X＋ ユ3 267ヱ3十×X一十×’一・一’’’’一 一十十X一十 37 62614十十十十十十一十××十’十一十X＋ 十十十十十 12 29 512
X一一一X一一一一一一一一一一一一 一一■X 46 O42 4十一一一×一一一一一一一一一一一一十 一一× 43 240 4十×XX×X一一一一一一‘一一×一十十 一X 33 32221十×XX＋＋一X－XXX－XX＋一十十十十 21 171217十一一一×一一一一一一一一一一一一×××一 45 140 5
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表18　ジニ係数による所得平等の順位
年 1959 1964 ヱ969 1974
順位 府県名 十 ■ × 府県名 十 ■ × 府県名 十 一 × 府県名 十 ’ ×
1 富山 44 0 1石川 42 0 3山口 45 o 0滋賀 44 O 22 群馬 36 1 8山梨 39 0 6石川 40 1 4島根 41 0 53 福島 20 025烏取 32 0ユ3 岐阜 40 1 4北海道 37 0 94 宮崎 26 118広島 33 012埼玉 38 1 6群罵 38 1 75 北海遣 37 1 7神奈川 36 1 8滋賀 34 3 8愛媛 33 2116 滋賀 29 214山形 35 1 9愛知 35 2 8福井 30 2147 熊本 ユ6 128福井 29 3ユ3 岡山 32 310秋田 34 3 98 石川 25 218岐阜 29 313新潟 28 314広島 32 2129 和歌山 32 211北海遣 30 312神奈川 31 3n長野 23 22110 犬分 28 3ユ4 群罵 31 311長野 29 610埼玉 35 2 9
ユ1 山口 26 415山口 27 4I4和歌山 26 7 ユ2 山梨 30 41212 島根 20 322岡山 30 411佐貿 24 9ユ2 長崎 29 5ユ213 大阪 25 416茨域 22 221栃木 25 515福岡 26 71314 神奈川 27 216静岡 23 715群馬 23 517徳島 ユ9 11 16
ユ5 茨城 20 718富山 22 617北海道 23 7ユ5 静岡 20 62016 埼玉 23 814大阪 19 620秋田 19 917山口 23 10 1317 長野 17 424東京 18 11 16千葉 20 718山形 911 26
ユε 長崎 19 1016福岡 19 1313茨城 241011岡山 ユ5 工2 1919 三重 12 330京都 19 1313島根 12 11 22福島 8102820 福岡 20 916奈良 14 625富山 8 433岐阜 20 818
2一 徳島 16 425長野 18 12 15静圖 20 14 11鹿児島 17 12 1722 静岡 16 i2 17兵庫 12 1617鳥取 13 1715高知 19 11 1623 兵庫 181017埼玉 81423山梨 16 17 12奈良 17 15 1424 愛媛 10 17 18大分 14 1516福島 13 1517香川 911 2625 鹿児島 15 16 14島根 12 17 16三重 1518 12岩手 13 ユ5 ユ826 奈良 i318 14愛知 11 1ε 16大阪 13 11 21新潟 1416 1627 青森 11 628和歌山 121815愛媛 lO2312神奈川 8 63228 京都 14 1工 20滋賀 82017富崎 10 21 14愛知 1515 1629 栃木 101916新潟 10 2015福岡 10 18 17石川 9231430 広島 82017香川 101718鹿児島 426 15鳥取 725 工431 佐賀 82413鹿児島 41427兵庫 717 21三重 723 1632 香川 82314熊本 5ユ7 23熊本 41526富城 9231433 新潟 62712福島 721 17東京 72315富崎 3222134 秋田 825 12秋国 62613宮城 721 ヱ7 大阪 918 ユ935 鳥取 22320徳島 424 17広島 72414兵庫 7182136 山形 330 12高知 32616徳島 426 15千葉 8201837 岡山 532 8佐賀 12717福井 32715佐賀 626 1438 高知 235 8青森 13014奈良 525 15栃木 631 939 愛知 31824岩手 ユ 3311山形 426 15茨城 724 1540 福井 233 10三重 13212犬分 628 11青森 530 1141 千葉 136 8栃木 32715香川 13410東京 2251942 富城 134 10愛媛 13212京都 13410富山 136 943 岐阜 13410宮崎 136 8高知 139 5犬分 240 444 東京 o26 19千葉 131 13青森 o38 7和歌山 139 645 山梨 O40 5長崎 13014岩手 O41 4沖縄 140 546 岩手 O43 2宮城 o45 O長崎 o42 3熊本 042 447 京都 o44 2
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多い府県が散見され，ジニ係数による順位づけでは不十分なことを示唆してい
る。とくに，ジニ係数による順位が近接している府県では，多くの場合それら
のローレンツ曲線は互いに交叉Lている。したがっ・て，ジニ係数の値に大きな
差が存在しない場合，その順序づげはきわめて盗意的になってしま㌔
　ジニ係数以外の不平等度係数による順位はジニ係数による順位，あるいはま
たローレソツ曲線の比較による結果とは異なっているだろうか。たとえば，
1959年についてジニ係数と他の不平等度係数とについてスピアマンの順位相関
係数を計算すると，変動係数とはO．886，タイル係数とは0，975，対数分散とは
O．871であり，アトキンソソ係数については‘＝0．5の場合0，989，ξ＝1の場合
O．972，ε＝2の場合O．831，‘＝5の場合O．386であった。1974年についても同様
にして順位相関係数を計算すると，変動係数とはO．932，タイル係数とはO・981・
対数分散とは0，913であり，アトキソソン係数とは‘＝O．5の場合O．988，‘＝1
の場合0，978，ε＝2の場合0，884，‘＝5の場合0，308であった。以上の結果から，
ジニ係数はアトキソソソ係数（ε＝0．5と‘＝1の場合）とタイル係数と非常に
順位相関が高く，これらの不平等度係数をジニ係数に代用してもそう大きな順
位の変更はないであろう。
　アトキンソソ係数はバラメータ‘の値によって，低所得層に相対的に大き
なウェートを置くか，あるいは高所得層に相対的に大きなウェートを置くかな
どの価値判断を下すことができるが，他の不平等度係数と‘の値の対応関係
をみることによってこれら不平等度係数の価値前提を推定することができよ㌔
表19によると変動係数，ジニ係数，タイル係数ともε＝0．5と刎廣位相関が一
番高く，‘＝1との相関がそれに続いており，これらの不平等度係数は低所得
層に最も大きいウェートをつけているものの，中・高所得層にも比較的大きな
ウェートをつけている。これに対し，対数分散はξ＝2との相関が最も高く，
ジニ係数やタイル係数などよりも低所得層に相対的に犬きなウェートをおいて
いることがわかるo
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　全国消費実態調査は5年ごとにしか行なわれないため，詳細な変化が把握で
きず，表18からもわかるようにジニ係数による順位はかなり大きく変化してい
る。しかし，北海道，群馬，埼玉，石川，滋賀等の各県は上位を占めることが
多く・これに対し青森，岩手，宮城，千葉，東京，高知，熊本等の各県は下位
表19順位相関（勤労老世帯）
アトキンソソ係数年
‘＝O．5 E＝1 ∈＝2 ‘三5
変動係数 O．8994 O．8284 O．5984 O．1652
1959 ジニ係数 O．9888 O．9718 O．8306 O．3855
タイル係数 O．9848 0．9460 O．7732 0．3504
対数分散 O．8908 O．9470 O．9919 O．7089
変動係数 O．9471 O．9066 O．7981 O，3166
1974 ジニ係数 O．9884 O．9775 O．8844 O．3077
タイル係数 0．9319 O．9720 O．8771 O．3546
対数分散 O．9317 O．9689 O．9919 O．4842
表20勤労着世帯所得水準の府県聞較差
τ I　　　Cγ＊　変動係数 ’ Cγ 1〃Dタイル係数 変動係数 相対平均偏差
1959 O．011645 O．13140 O．15319 O．12929
1964 O．O08155 0．11015 0．12766 O．11251
1969 O．O02998 O．07416 0．07701 O．06324
1974 O．O02314 O．07641 O，06753 O．05132
表21アトキソソソ係数の府県閻較差（変動係数）
アトキソソソ係数
年 ∈二〇．5 1・一・ 1・一・ 1・一・
1959 O．1563 O．1540 O．1729 O．2330
1964 O．1423 O．1411 O，1455 O．2022
1969 O．1244 O．1211 0．1279 O．2023
1974 O．1081 O．1027 O．0967 O．1395
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を占めることが多い。なお，所得不平等の順位が夫きく変化するもう一つの理
由は，他の所得と比較してみてもわかるように，勤労者世帯所得の府県間所得
水準較差が小さいので（表20参照），‘2】所得分布の小さな変化でもすぐにその順
位に反映されるからである。所得水準の府県聞較差を示す各指標とも1959年か
ら1964年，1969年へと順調に低下しているが，1969年から1974年にかげては低
下煩向は弱まっている。これに対して所得不平等度の府県間の較差はどのよう
に変化しているだろうか。各府県の所得不平等度を示すアトキソソソ係数の府
県問のバラツキ（変動係数によって表わす）は，1959年から1974年にかげて縮
小してきている（表21参照）。これは1959年から1969年にかけて，アトキソソ
ン係数の高い府県が係数値の顕薯な低下傾向を示したのに対し，アトキソソン
係数の低い府県が係数値の上昇や小幅な低下を示したためである。1969年から
1974年の不平等度較差の縮小は，不平等度の低い府県が係数値の大幅な上昇を
示したのに対し，不平等度の高い府県が係数値の低下や小幅な上昇を示したた
めである。
注（1）所得不平等に関してのファクト・ファイソディソグについては，勤労者世帯の世
　　帯構成や年齢構成が安定的であることや物価上昇の各所得階層に及ぽす影響が同一
　　であることを前提としている。15年間という長期間の場合，これらの前提の妥当性
　　には疑間の余地があり，以下の議論は当然，制約をともなうものである。
　（2）　これらの係数を計算する牙こあたって，1974年の府県別平均所得にはデータの遵統
　　性をもたせるために「1世帯当たり1ケ月の実収入」を用いた。
VIむ　す　び
　本稿では主に府県間における所得水準較差の変化と勤労世帯所得分布の変化
について考察してきた。
　1人当たり県民分配所得を用いた分析では，1962年から1972年頃まで所得較
差指標は上下運動を繰り返していたが，1973年から1974年にかげて急激に低下
し，それ以降低下Lた水準を維持しており，府県閻の所得水準較差は大幅に縮
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小した。この1970年代の較差縮小には経済成長率の低下が大きく作用してい
る。雇用者所得，非農林業自営業主所得，世帯所得にっいてはデータの制約上，
詳細な時系列変化を把握できなかったが，程度の差はあれ，いずれの所得も府
県間較差縮小の傾向を示している。府県聞較差をタイルの分解式を用いること
により地方間較差と地方内較差の加重乎均とに分解したが，府県間較差のうち
地方問較差によって説明される割合はかなり高く，とくに県民分配所得の府県
間較差縮小傾向は地方問較差の縮小傾向と強く結びついていたと考えられ乱
　各府県の勤労老世帯所得の分布については，ローレンツ曲線およびアトキソ
ソン係数等の不平等度係数を用いて分析した。多くの府県の所得分布は1959年
から1964年，さらには1969年にかげて平等化し，1969年から1974年にかげて不
平等化した。府県間の所得分布をローレンツ曲線によって比較したが，約3割
ほど所得分布の優劣の判定が不可能なケースが発生した。不平等係数による府
県聞の順位とローレソツ曲線の比較による優劣の判定とは大体一致Lたが，し
かu贋位の差がそれ程ない府県問ではローレンツ曲線の交叉するケースが多く
みられ，ジニ係数等の単一の不平等度係数による順位づげの盗意性が認められ
た。
　勤労者世帯所得の府県問所得水準較差は1959年から1964年，1969年へと順調
に低下したが1969年から1974年にかけてはその低下傾向は弱まった。同様に，
各府県の所得不平等度を表わすアトキソソン係数の府県問のバラソキも1959年
から1974年にかけて次第に縮小し，府県間較差の縮小傾向があらわれている。
　以上が本稿の要約である。本稿では所得不平等度と所得水準較差との二つの
面より分析を行なったが，両者の分析に適合するデータがえられず，対象デー
タが異たったためこれら二つの分析を一体化することはできなかった。勤労者
世帯所得についてのみ，府県間の所得水準較差と所得不平等の問題の雨方につ
いて考察したが，5年ごとのデータのため十分な時系列変化を把握できなかっ
た。勤労老世帯所得の府県間較差は，所得水準についても所得不平等度につい
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ても縮小傾向がみられる。しかし，各府県ごとのレベルでは，所得水準の上昇
と所得不平等度の低下とは必ずしも結びついておらず，府県間の所得水準較差
の縮小は主に低所得県の所得増加率が高所得県のそれを上回ったためであり，
所得不平等度の較差縮小は，1959年から1969年にかげては不平等度係数の低い
（所得分布の平等な）県の値が上昇（不平等化）し，高い（所得分布の不平等
な）県の値が低下（平等化）もしくは横這いだったために，そして1969年から
1974年にかけては不平等度係数の低い県による大幅な上昇と高い県による小幅
た上昇のために可能になったのである。所得水準と所得不平等との府県間較差
の分析を統合させるためには，これら二つの要因を含む何らかの杜会的厚生関
数を想定し，各府県の経済的厚生水準という観点から分析することによっても
可能となるであろう。いずれ稿を改めて論じたい。
〔付記〕本稿は早大産業経営研究所研究プ日ジニクトーrわが国経済構造の変貌とそ
の分析」一におげる研究成果の一都である。本稿における計算には，早稲田大学電子
計算室の工BM370一モデル138を利用した。
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